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60
利用者は、その時々の状況や要望に応じた柔
軟な支援により、安心して暮らせている
（参考項目：28）

1. ほぼ全ての利用者が
2. 利用者の２/３くらいが
3. 利用者の１/３くらいが
4. ほとんどいない

59
利用者は、健康管理や医療面、安全面で不安な
く過ごせている
（参考項目：30,31）

57

職員から見て、利用者の家族等はサービスにお
おむね満足していると思う

1. ほぼ全ての家族等が
2. 利用者の２/３くらいが 2. 家族等の２/３くらいが
3. 利用者の１/３くらいが 3. 家族等の１/３くらいが
4. ほとんどいない 4. ほとんどできていない

1. ほぼ全ての利用者が

66

4. ほとんどいない

職員は、活き活きと働けている
（参考項目：11,12）

58
利用者は、戸外の行きたいところへ出かけてい
る
（参考項目：49）

1. ほぼ全ての利用者が

65

4. ほとんどいない

職員から見て、利用者はサービスにおおむね満
足していると思う

1. ほぼ全ての利用者が
2. 利用者の２/３くらいが 2. 利用者の２/３くらいが
3. 利用者の１/３くらいが 3. 利用者の１/３くらいが

4. ほとんどいない

3. あまり増えていない
4. ほとんどいない 4. 全くいない

運営推進会議を通して、地域住民や地元の関
係者とのつながりが拡がったり深まり、事業所
の理解者や応援者が増えている
（参考項目：4）

1. 大いに増えている
2. 利用者の２/３くらいが 2. 少しずつ増えている

1. ほぼ全ての職員が
2. 利用者の２/３くらいが 2. 職員の２/３くらいが
3. 利用者の１/３くらいが 3. 職員の１/３くらいが

利用者は、職員が支援することで生き生きした
表情や姿がみられている
（参考項目：36,37）

1. ほぼ全ての利用者が

64

4. ほとんどいない

56
利用者は、一人ひとりのペースで暮らしている
（参考項目：38）

1. ほぼ全ての利用者が

63
3. 利用者の１/３くらいが

55
利用者と職員が、一緒にゆったりと過ごす場面
がある
（参考項目：18,38）

1. 毎日ある

62

4. ほとんどない

4. ほとんど掴んでいない

61

通いの場やグループホームに馴染みの人や地
域の人々が訪ねて来ている
（参考項目：2,20）

1. ほぼ毎日のように
2. 数日に１回程度ある 2. 数日に1回程度
3. たまにある 3. たまに

4. ほとんどない

　　　　　　　　取　り　組　み　の　成　果
　　↓該当するものに○印

54
職員は、利用者の思いや願い、暮らし方の意向
を掴んでいる
（参考項目：23,24,25）

1. ほぼ全ての利用者の 1. ほぼ全ての家族と
2. 利用者の２/３くらいの

4. ほとんどできていない

2. 家族の２/３くらいと
3. 利用者の１/３くらいの 3. 家族の１/３くらいと

令和2年9月1日

職員は、家族が困っていること、不安なこと、求
めていることをよく聴いており、信頼関係ができ
ている
（参考項目：9,10,19）

秋田市御所野下堤五丁目１番地の１

Ⅴ．サービスの成果に関する項目（アウトカム項目）　　※項目№1～53で日頃の取り組みを自己点検したうえで、成果について自己評価します

項　　目
　　　　　　　　取　り　組　み　の　成　果
　　↓該当するものに○印

項　　目

訪問調査日 令和2年10月23日

1  自己評価及び外部評価結果

0570909416

法人名 有限会社くおん

【事業所が特に力を入れている点・アピールしたい点（事業所記入）】

事業所番号 春夏秋冬　季節を目で肌で感じ取れる自然豊かな環境にあります。日々ゆったりと一日が過ぎるような雰囲気の中で安心し過
ごして頂くよう努めております。
・冬が長いので陽が出る日は出来るだけ外で、日光浴、外気浴を行っています。
　（目の前の田んぼの様子や作業内容を見て、目で季節を感じる事が出来る。また、外気に触れることで肌でも季節を感じる事
が出来る。自然を目にすることで、昔話をしたり会話の糸口になったりしている。）
・入居者さんの重度化が進んでいる状況で、入居者さんとそのご家族さんの安心に繋がるように訪問歯科、往診などの外部か
らのお力添えを頂いている。
・今年度は、コロナ禍の中で外部での研修が激減している為、内部研修を毎月計画に沿って行い、職員の資質向上に努めてお
りますが、資格取得の為、介護福祉士、初任者研修を会社経費で受講して頂いております。

グループホームくおん(A棟)事業所名

自己評価作成日

【外部評価で確認した事業所の優れている点、工夫点（評価機関記入）】
ホーム周辺は山に囲まれ、素晴らしい紅葉を観ることができる自然豊かな環境にある。研修
が年間計画に沿って実施され、身体拘束やプライバシーの保護などについて、日々の支援か
ら意見を出し合い、利用者一人ひとりが安心して過ごせるよう努力されている。職員の資質向
上にも前向きに取り組まれ、資格の取得の為の費用を負担するなど、職員の育成についても
努力されている。災害時の取り組みについても、オール電化の建物であることから、停電の
際、業者から料理に使うガスボンベを設置してもらえる体制が出来ているほか、備蓄品もきち
んと確保し管理されている。

基本情報リンク先

秋田県鹿角市八幡平字堰の下108番地所在地

社会福祉法人　秋田県社会福祉事業団

所在地

評価機関名

評価結果市町村受理日

社会福祉法人　秋田県社会福祉事業団



グループホームくおん

自己評価および外部評価結果 〔セル内の改行は、（Altｷｰ）＋（Enterｷｰ）です。〕

実践状況 次のステップに向けて期待したい内容

Ⅰ.理念に基づく運営
1 （1） ○理念の共有と実践

地域密着型サービスの意義を踏まえた事業所理
念をつくり、代表者と管理者と職員は、その理念を
共有して実践につなげている

2 （2） ○事業所と地域とのつきあい
利用者が地域とつながりながら暮らし続けられる
よう、事業所自体が地域の一員として日常的に交
流している

3 ○事業所の力を活かした地域とのつながり
事業所は、実践を通じて積み上げている認知症の
人の理解や支援の方法を、地域の人々に伝え、
地域貢献している

4 （3） ○運営推進会議を活かした取り組み
運営推進会議では、利用者やサービスの実際、
評価への取り組み状況等について報告や話し合
いを行い、そこでの意見をサービス向上に活かし
ている

5 （4） ○市町村との連携
市町村担当者と日頃から連絡を密に取り、事業所
の実情やケアサービスの取り組みを積極的に伝
えながら、協力関係を築くように取り組んでいる

料金改定など様々な協議事項を会議の中
で揉んでいる。
推進委員の中でも感染症対策について沢
山ご意見を頂戴した（コロナ流行前）。職員
の負担軽減の為、玄関で家族に注意喚起
する手法を直ぐに取り入れた。

今年度は開催できていないが、会議の資料
を委員の方々に送付し、後日電話で意見等
を伺っている。ホームの委員会の特徴とし
て、委員のメンバーを固定しないで、警察官
やお寺の住職、退居した人の家族等に参加
してもらい、外から見たくおんについて意見を
貰い、運営に活かしている。

推進会議に毎回参加してもらい相談事項な
ど協議している。会議以外にも分からない事
があれば直接窓口で相談している。

運営推進会議のメンバーに入ってもらってい
る外、制度上で不明な点があれば、直接出
向いて相談している。書類等の提出の際にも
郵送ではなく、直接窓口に行き渡すなど繋が
りを大切にしている。

理念「ゆとり　いたわり　思いやり」を内部研
修の際、代表から説明を受け実践出来るよ
う心掛けています。

４月スタッフ会議で理念について、代表から
細かな説明があった後、職員間で話し合いが
行われ、理念に対する思いを共有し支援に
活かしている。

コロナウイルスの関係で地域の行事が中止
になり、地域住民や子供達との交流が出来
ない状態であるが、ホーム周辺を散歩の際
に地域の方々と挨拶を交わしたり、地域の商
店の移動販売が来た際、親身になって対応
してくれることで、日常的な会話が生まれ交
流の場となっている。

２週間に一度、地域の商店から移動販売を
してもらい入居者さん一人ひとりから選んで
お金の計算をしてもらっている。地域の美容
院、理髪店さんから来訪してもらい髪をカッ
トしてもらっている。
コロナの影響で地域の行事が全て中止とな
り交流する機会がなくなってしまった。高校
生、中学生、保育園児の来訪もなくなってし
まいました。唯一散歩の時、地域の方とあい
さつを交わし会話します。
春、ゴミ箱修理に地域の大工さんが無償で
修理してくれたり「春の山菜け～。昔思い出
すべ」と言って山菜を貰う機会があった。
（関連があり　スペースなく　結合しました）

外部評価

実践状況
自
己

外
部

項　　目
自己評価

社会福祉法人　秋田県社会福祉事業団 2 / 11 ページ



グループホームくおん

実践状況 次のステップに向けて期待したい内容

外部評価

実践状況
自
己

外
部

項　　目
自己評価

6 （5） ○身体拘束をしないケアの実践
代表者および全ての職員が「介指定基準における
禁止の対象となる具体的な行為」を正しく理解して
おり、玄関の施錠を含めて身体拘束をしないケア
に取り組んでいる

7 ○虐待の防止の徹底
管理者や職員は、高齢者虐待防止関連法につい
て学ぶ機会を持ち、利用者の自宅や事業所内で
の虐待が見過ごされることがないよう注意を払
い、防止に努めている

8 ○権利擁護に関する制度の理解と活用
管理者や職員は、日常生活自立支援事業や成年
後見制度について学ぶ機会を持ち、個々の必要
性を関係者と話し合い、それらを活用できるよう支
援している

9 ○契約に関する説明と納得
契約の締結、解約又はや改定等の際は、利用者
や家族等の不安や疑問点を尋ね、十分な説明を
行い理解・納得を図っている

10 （6） ○運営に関する利用者、家族等意見の反映
利用者や家族等が意見、要望を管理者や職員な
らびに外部者へ表せる機会を設け、それらを運営
に反映させている

今年度は開催出来ていないが、家族会の開
催やご家族さんの面会時に意見要望を聞く
様にしている。また、毎月の介護計画書に
家族さんの意見を記入する欄を設け運営や
介護について意見を頂戴出来る様に努めて
いる。投書箱も設置し苦情相談窓口がある
事を伝えている。

毎月サービス評価報告書を家族に送り、意
見を伺っている。面会に来た際にも意見や要
望等を聞くようにしている。利用者からは自
分の思いを書いてもらったり、日常の会話か
ら吸い上げ、支援に活かしている。七夕の時
にも短冊に思いを書いてもらい参考にしてい
る。

研修会があり知識を得る機会がありました。
今年度入居された方が利用しております
が、入居前から利用されております。

入居前に必ずご家族さん本人から施設見学
をしてもらい納得してからの入居スタイルで
す。契約の締結、解約に関しては施設長が
対応しています。料金改定に関しては、説
明、同意書を社長が対応している。

内部研修、身体拘束廃止委員会開催を通し
て職員が勉強する機会を設けている。委員
会でヒヤリハット、事故報告書を基に開催し
た回がありました。圧倒的に車いすの方の
転倒事例が多かった。見守り不十分という
事で反省が記載されておりましたが、これを
踏まえ職員が視界に入り見守りが出来るに
は？と話し合い職員の近くを居心地が良い
と感じてもらう様に、談話や手伝いをしても
らい雰囲気づくりに邁進している。

身体拘束については、日々の支援から検討
事例が発生した際に話し合いが行われてい
るほか、内部研修や委員会で勉強する機会
を設けるなど、身体拘束のないケアの実践に
取り組まれている。

コロナ禍前は、研修会へ参加し日々の申し
送り時に情報を伝え職員皆で共有してい
る。また身体拘束廃止委員会を通し職員一
人ひとりが学びの機会を得ています。

社会福祉法人　秋田県社会福祉事業団 3 / 11 ページ



グループホームくおん

実践状況 次のステップに向けて期待したい内容

外部評価

実践状況
自
己

外
部

項　　目
自己評価

11 （7） ○運営に関する職員意見の反映
代表者や管理者は、運営に関する職員の意見や
提案を聞く機会を設け、反映させている

12 ○就業環境の整備
代表者は、管理者や職員個々の努力や実績、勤
務状況を把握し、給与水準、労働時間、やりがい
など、各自が向上心を持って働けるよう職場環境・
条件の整備に努めている

13 ○職員を育てる取り組み
代表者は、代表者自身や管理者や職員一人ひと
りのケアの実際と力量を把握し、法人内外の研修
を受ける機会の確保や、働きながらトレーニングし
ていくことを進めている

14 ○同業者との交流を通じた向上
代表者は、代表者自身や管理者や職員が同業者
と交流する機会をつくり、ネットワークづくりや勉強
会、相互訪問等の活動を通じて、サービスの質を
向上させていく取り組みをしている

Ⅱ.安心と信頼に向けた関係づくりと支援
15 ○初期に築く本人との信頼関係

サービスを導入する段階で、本人が困っているこ
と、不安なこと、要望等に耳を傾けながら、本人の
安心を確保するための関係づくりに努めている

今年度はコロナ禍により交流が無いのが現
状です。コロナ対策については、電話での情
報のやり取りが代表者を通し行われており
ます。

入居時の情報を重要としております。また、
お茶の時間や入浴時、職員と1対1になる時
間を大切にして、何気ない会話から思いを
聞き出し職員間で共有しスピデイーな信頼
関係構築に努めております。

労務士さんから助言を頂きながら環境は整
備されている。資格取得には積極的にバッ
クアップしてもらっている。介護福祉士資
格、ケアマネ資格取得で昇給があり目指す
目標が職員一人ひとりある。

今年度はコロナ禍で外部の研修について運
営側からアナウンス頂いているが、感染のリ
スクを考えれば・・・。しかし、内部研修を計
画に沿って進めている。
介護福祉士資格取得の為、実務者研修と新
採用した職員の初任者研修は行っている。

申し送り後のフリートークの際、会議の中で
細かい部分についても意見が出しやすい様
に意見を問う機会を多く設けて貰っていま
す。職員が使用する使い捨て手袋につい
て、職員の手荒れ予防の為、パウダーなし
に変更してもらった。

職員とのフリートークの時間を大切にし、気
軽に意見を話せる機会を設けている。意見を
吸い上げ、センサーの設置や福祉車両の購
入のほか、介護用品のマッスルスーツを試し
てみるなど、職員が働きやすい環境作りに努
力されている。

社会福祉法人　秋田県社会福祉事業団 4 / 11 ページ



グループホームくおん

実践状況 次のステップに向けて期待したい内容

外部評価

実践状況
自
己

外
部

項　　目
自己評価

16 ○初期に築く家族等との信頼関係
サービスを導入する段階で、家族等が困っている
こと、不安なこと、要望等に耳を傾けながら、関係
づくりに努めている

17 ○本人と共に過ごし支えあう関係
職員は、本人を介護される一方の立場におかず、
暮らしを共にする者同士の関係を築いている

18 ○本人を共に支えあう家族との関係
職員は、家族を支援される一方の立場におかず、
本人と家族の絆を大切にしながら、共に本人を支
えていく関係を築いている

19 （8） ○馴染みの人や場との関係継続の支援
本人がこれまで大切にしてきた馴染みの人や場
所との関係が途切れないよう、支援に努めている

20 ○利用者同士の関係の支援
利用者同士の関係を把握し、一人ひとりが孤立せ
ずに利用者同士が関わり合い、支え合えるような
支援に努めている

利用者さん同士が一緒に過ごせる様に、体
操や散歩、レク、外気浴を行い孤立はない。
また、出身地域が一緒の方同士で会話出来
る様に努めている。

毎月、ご家族さんから介護計画に目を通し
てサインを頂く事になっており、出来る限り
月に1度は面会に来てもらい今の現状を直
接、目で見て頂く様にしている。また、年に2
度は、受診にも同行してもらっています。

コロナ禍により面会も自由に出来なくなり馴
染みの会合や地域のお祭りも中止となり、
一方的な馴染みの場所（自宅や自宅付近、
お寺）へドライブで支援している。

年２回、自分が住んでいた家の周辺に出か
ける機会を設けている。訪問した際、近所の
人や民生委員が出て来てくれるなど、馴染み
の人との関係が途切れないよう継続した支
援が行われている。ほかに神社、お寺、墓等
にも出かけている。

主婦経験者が多く、台所仕事、洗濯干しな
ど職員と一緒に行い、同じ時間を共有してい
る。同じ作業をする事で、会話も広がり信頼
関係構築の一助となっている。

入居まで何度もご家族さんへ面会に行った
り来訪してもらったりケアマネが対応してく
れている。また、ケアマネの連携を活かし、
以前のケアマネから情報を聞くなどしてい
る。
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グループホームくおん

実践状況 次のステップに向けて期待したい内容

外部評価

実践状況
自
己

外
部

項　　目
自己評価

21 ○関係を断ち切らない取組み
サービス利用（契約）が終了しても、これまでの関
係性を大切にしながら、必要に応じて本人・家族
の経過をフォローし、相談や支援に努めている

Ⅲ．その人らしい暮らしを続けるためのケアマネジメント
22 （9） ○思いや意向の把握

一人ひとりの思いや暮らし方の希望、意向の把握
に努めている。困難な場合は、本人本位に検討し
ている

23 ○これまでの暮らしの把握
一人ひとりの生活歴や馴染みの暮らし方、生活環
境、生きがい,これまでのサービス利用の経過等
の把握に努めている

24 ○暮らしの現状の把握
一人ひとりの一日の過ごし方、心身状態、有する
力等の現状の把握に努めている

25 （10） ○チームでつくる介護計画
本人がより良く暮らすための課題とケアのあり方
について、本人、家族、必要な関係者と話し合い、
それぞれの意見やアイディアを反映し、現状に即
した介護計画を作成している

26 ○個別の記録と実践への反映
日々の様子やケアの実践・結果、気づきや工夫を
個別記録に記入し、職員間で情報を共有しながら
実践や介護計画の見直しに活かしている

上記と重複するが、特に変化がある時はカ
ンファレンスしている。

,

作業（台所仕事や洗濯関連）を職員が一緒
に行いカンファレンスで検討し記録に残して
いる。

日々の記録を元に介護計画を作成し、ご家
族さんから意見を頂戴し時には主治医から
アドバイスを貰い、実施→検証を繰り返して
いる。

ユニット会議等で日々の経過記録を元に職
員間で話し合いが行われ、介護計画に反映
されている。更新時期には家族、主治医から
の意見を伺い介護計画が作成されている。

行事の都度、職員との会話をヒントに希望、
要望を把握する様にしている。また、日常の
お茶タイムでの会話から情報を得る。スト
レートに「希望は何？」と聞かず、何気ない
会話から把握に繋げている。

側に寄り添いながら話しやすい環境を作り、
日常会話の中でさり気ない声掛けから、思い
を聞いている。聞き取った希望や要望につい
ては、一覧にして職員間で共有し、実現に向
けた支援が行われている。毎月利用者の思
いや意向を目標に掲げ、叶えるようにしてい
る。

入居前にケアマネをかえして情報を貰い把
握に努めている。中には、お子さんと同居し
ておらず情報が分からず入居してからの会
話から情報を得る場合もある。しっかり職員
間で共有するように努めている。

入院し退去となってしまった場合、院内面会
規制がない時は、面会に行っている。
退去した家族さんから推進会議評議員とし
て、今もお世話になっている。
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グループホームくおん

実践状況 次のステップに向けて期待したい内容

外部評価

実践状況
自
己

外
部

項　　目
自己評価

27 ○地域資源との協働
一人ひとりの暮らしを支えている地域資源を把握
し、本人が心身の力を発揮しながら安全で豊かな
暮らしを楽しむことができるよう支援している

28 （11）
○かかりつけ医、かかりつけ歯科医、かかりつけ
薬局等の利用支援
受診は、本人及び家族等の希望を大切にし、納得
が得られたかかりつけ医、かかりつけ歯科医、か
かりつけ薬局等と事業所の関係を築きながら、適
切な医療を受けられるように支援している

29 ○看護職との協働
介護職は、日常の関わりの中でとらえた情報や気
づきを、職場内の看護職や訪問看護師等に伝え
て相談し、個々の利用者が適切な受診や看護を
受けられるように支援している

30 ○入退院時の医療機関との協働
利用者が入院した際、安心して治療できるように、
又、できるだけ早期に退院できるように、病院関係
者との情報交換や相談に努めている。あるいは、
そうした場合に備えて病院関係者との関係づくり
を行っている。

31 （12） ○重度化や終末期に向けた方針の共有と支援
重度化した場合や終末期のあり方について、早い
段階から本人・家族等と話し合いを行い、事業所
でできることを十分に説明しながら方針を共有し、
地域の関係者と共にチームで支援に取り組んで
いる

入居時に説明しご家族さんからご理解を頂
いております。また、緊急時の受診にご家族
さんから立ち会って頂いたり、定期受診時、
立ち会って頂いたご家族さんへ主治医から
重度化、終末期に向けて対応の方向性を話
し合って頂いております。

入居の際の説明で、胃瘻や痰吸引等医療的
ケアが必要な状況になった場合は、他施設
に移行させてもらうことを伝え同意を得てい
る。家族が通院で付き添った際、主治医から
家族に終末期における対応について、話し合
い合って貰っている。

看護婦不在の為、必ず受診前にＤｒや看護
婦さんに伝える現状を職員同士で話し合い
ます。診察に入る前に看護婦さんと話をして
おります。特に精神科診察はＤｒへ伝えるタ
イミングが難しいく紙に書いてＤｒや看護婦さ
んへ手渡し対応している。

全般的にケアマネが対応している。入居者
の状態については、ケアマネから逐一報告
を貰っている。

地域の商店から移動販売に来てもらい入居
者が買い物出来る機会をつくってもらってい
る。また、散髪も地元の理容所さんから行っ
てもらっている。

入居時、主治医はそのままでお世話になっ
ています。歯科に関しては、多職種連携会
議でのつながりを活かし歯科Ｄｒへ車イスで
の受診困難である現状を相談したところ訪
問診療でバックアップして頂いており、困り
ごとも相談できる関係を構築しています。薬
局については、配達時に直接顔を合わせる
事が多々あり薬について相談したり薬変更
で気を付ける事などアドバイス頂いている。

入居前のかかりつけ医を継続し受診してい
る。ホームで付き添いを行っているが、なか
なか面会に来れない家族から年２回お盆と
正月に通院に同行してもらい、主治医から現
在の健康状態の説明を受けている。また、多
職種連携会議に参加し、専門職の方々から
助言を受けるなど、専門機関との連携が図ら
れている。歯科医や薬局についても、訪問診
療や薬の相談等で関係が築かれている。
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グループホームくおん

実践状況 次のステップに向けて期待したい内容

外部評価

実践状況
自
己

外
部

項　　目
自己評価

32 ○急変や事故発生時の備え
利用者の急変や事故発生時に備えて、全ての職
員は応急手当や初期対応の実践訓練を定期的に
行い、実践力を身に付けている

33 （13） ○災害対策
火災や地震、水害等の災害時に、昼夜を問わず
利用者が避難できる方法を全職員が身につける
とともに、地域との協力体制を築いている

Ⅳ．その人らしい暮らしを続けるための日々の支援　
34 （14） ○一人ひとりの尊重とプライバシーの確保

一人ひとりの人格を尊重し、誇りやプライバシーを
損ねない言葉かけや対応をしている

35 ○利用者の希望の表出や自己決定の支援
日常生活の中で本人が思いや希望を表したり、自
己決定できるように働きかけている

36 ○日々のその人らしい暮らし
職員側の決まりや都合を優先するのではなく、一
人ひとりのペースを大切にし、その日をどのように
過ごしたいか、希望にそって支援している

移動販売来訪時、自分が食べたい物を選ん
で頂いております。また、日常の会話の中で
希望を口に出来るような雰囲気づくりを心掛
けております。

価値観や生活スタイルを出来る限り受け入
れているが、緊急受診など突発的な出来事
があれば希望通りの生活を支援出来ている
か疑問な時があります。

定期的に訓練を行っています。推進会議で
も話題に出したが、水害についてはハザー
ドマップから考えれば下手に動かない方が
良い。むしろ地域の高齢者の避難場所とし
て開放出来る様に。火災以外の災害時は、
高齢地域の現状を考えれば、地域の人手は
くおんに回すことが出来ない。逆に福祉車輌
を貸して欲しい。と意見をいただいた。

年２回、水害、台風等の想定で防災訓練を実
施している。過去の運営推進会議で災害対
策について話題を提供し、地域の協力体制
等について助言を貰っている。地域の福祉避
難場所に指定されており、地域住民の方々
の避難場所としての受け入れ体制が構築さ
れている。、非常時の食料品等の備蓄につ
いては、色々な場面を想定して準備され、避
難訓練では、地域の警察署員も参加して行
われている。

運営会議等で地域住民の方々との話
合いが行われ、協力体制が構築され
ているなど前向きに取り組まれている
が、避難方法などを再確認する意味
で、消防署へ立ち会いを依頼し、助言
を貰いながら安全に避難できる体制
作りに期待します。

内部研修を行い改めて気付きを得る事が出
来ました。職員の思いと入居者さんの思い
では相違があり誤解を招かない様に、声の
トーンや話す時の目線の高さに注意してい
ます。

内部研修をとおして、職員の意識向上に努め
ている。トイレに誘導する際の声かけや、トイ
レ内での転倒を防止するための見守りの時
には、可能な限りプライバシーに配慮した支
援が行われている。ホームの車についても、
社名が入った車を拒む利用者の要望から社
名を入れない車両を準備するなど、個人の思
いに配慮した取り組みが行われている。

マニュアルを参考に避難訓練と合わせ応急
手当を行った。
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グループホームくおん

実践状況 次のステップに向けて期待したい内容

外部評価

実践状況
自
己

外
部

項　　目
自己評価

37 ○身だしなみやおしゃれの支援
その人らしい身だしなみやおしゃれができるように
支援している

38 （15） ○食事を楽しむことのできる支援
食事が楽しみなものになるよう、一人ひとりの好み
や力を活かしながら、利用者と職員が一緒に準備
や食事、片付けをしている

39 ○栄養摂取や水分確保の支援
食べる量や栄養バランス、水分量が一日を通じて
確保できるよう状況を把握し、一人ひとりの状態
や力、習慣に応じた支援をしている

40 ○口腔内の清潔保持
口の中の汚れや臭いが生じないよう、毎食後、一
人ひとりの口腔状態や本人の力に応じた口腔ケ
アをしている

41 （16） ○排泄の自立支援
排泄の失敗やおむつの使用を減らし、一人ひとり
の力や排泄のパターン、習慣を活かして、トイレで
の排泄や排泄の自立にむけた支援を行っている

42 ○便秘の予防と対応
便秘の原因や及ぼす影響を理解し、飲食物の工
夫や運動への働きかけ等、個々に応じた予防に
取り組んでいる

介護度5の方でも、日中は職員２人介助でト
イレ誘導しトイレで排泄してもらっています。
全員記録に残し、時間で誘導し失敗しない
様に対応している。

排泄記録を基に定時排泄で対応していて、
可能な限りトイレで排泄してもらうよう、介護
度の高い利用者でも、２名の職員が支援に
あたり対応している。ケースや時間帯によっ
ては、ポータブルトイレを活用している。

食事、水分摂取の声掛け、午前、午後の体
操、散歩をして体を動かしてもらい入浴時な
ど腹部マッサージするなど対応している。

食事はカロリー計算されたものを提供してお
ります。水分は主治医から水分量を指示し
てもらいました。１日全ての食事、水分の摂
取量を記録に残し月初めに体重測定し特変
があれば、主治医へ報告し助言を頂いてお
ります。

それぞれ対応や声掛け介助は違いますが、
毎食後に必ず行っています。夜間は入れ歯
を外してもらい洗浄しています。

服を選ぶ事が出来る方は一人で選んで頂い
ているが、出来ない方には季節に合った服
の選択肢を2～3組用意し自分で選択出来る
ように努めています。以前は、服屋さんから
訪問販売してもらい自分の目で見て購入し
てもらった。

得意とする方から片付けを職員と一緒に
行っている。季節や行事を反映したメニュー
になっており食事からも季節を感じる事がで
きる。また、食べながら職員は会話の中で
説明し会話を膨らませている。

利用者の重度化が進んでおり、利用者への
支援に重点を置いていることから、カロリー
計算された冷凍介護食を提供している。季節
感を感じてもらえるよう敬老の日、お彼岸等
の行事のほか、ウナギ、きりたんぽ、ダマコな
どの季節料理を提供している。利用者から
は、テーブル拭きなどを手伝って貰っている。
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実践状況 次のステップに向けて期待したい内容

外部評価

実践状況
自
己

外
部

項　　目
自己評価

43 （17） ○入浴を楽しむことができる支援
一人ひとりの希望やタイミングや健康状態に合わ
せて入浴を楽しめるように、職員の都合で曜日や
時間帯を決めてしまわずに、個々にそった支援を
している

44 ○安眠や休息の支援
一人ひとりの生活習慣やその時々の状況に応じ
て、休息したり、安心して気持ちよく眠れるよう支
援している

45 ○服薬支援
一人ひとりが使用している薬の目的や副作用、用
法や用量について理解に努めており、医療関係者
の活用や服薬の支援と症状の変化の確認に努め
ている

46 ○役割、楽しみごとの支援
張り合いや喜びのある日々を過ごせるように、一
人ひとりの生活歴や力を活かした役割、嗜好品、
楽しみごと、気分転換等の支援をしている

47 （18） ○日常的な外出支援
一人ひとりのその日の希望にそって、戸外に出か
けられるよう支援に努めている。又、普段は行け
ないような場所でも、本人の希望を把握し、家族
や地域の人々と協力しながら出かけられるように
支援している

コロナ禍で色々制限がある中で以前のよう
な支援が出来ていないのが現状ですが、車
でのドライブで家庭訪問してみたり花を見に
出掛けたり主に車での外出支援でしか対応
できていません。

コロナの関係で外出の機会が少ないが、
ホーム周辺を散歩しているときに、地域の
方々への挨拶をとおして交流を図っている。
車で花を観に行ったり、「自分の家を見たい」
「お墓に行ってみたい」等の希望があった際
には、可能な限り対応している。

処方箋を必ず確認し職員間で話し合ってい
ます。些細な分からない事は薬剤師や主治
医に相談し不安がない様にしています。ま
た、飲み忘れや誤薬が無い様にチェック表
を用い薬を一包化してもらい日付を入れ対
応しています。

天気の良い日は外に出て体操したり音楽を
聴いたり散歩したり外の景色を眺め季節を
体で感じてもらっています。家の近くまでドラ
イブに出掛けたり初詣やお墓参りに外出し
ていましたが、今年はコロナ禍で回数が減っ
ている。
その日その日で「あいさつ当番」があり皆が
役割があります。

体調確認してから入浴に繋げている。拒否
がある場合は職員を変える、時間をおいて
から声掛けしている。入浴後は、水分を摂っ
てもらっている。

重度化が進んでいることから、安全に入浴し
て貰うため、複数の職員で支援している。最
低でも週２回入浴して貰うようにしている。入
浴を拒む利用者もおり、ケースに応じていろ
いろ工夫しながら対応している。

日中は運動を中心に活動してもらえる様に
心掛けている。また、話を傾聴し安心に過ご
せる様に努め夜間の安眠に繋げている。
その人に合った睡眠時間の確保に努めてい
ます。
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実践状況 次のステップに向けて期待したい内容

外部評価

実践状況
自
己

外
部

項　　目
自己評価

48 ○お金の所持や使うことの支援
職員は、本人がお金を持つことの大切さを理解し
ており、一人ひとりの希望や力に応じて、お金を所
持したり使えるように支援している

49 ○電話や手紙の支援
家族や大切な人に本人自らが電話をしたり、手紙
のやり取りができるように支援をしている

50 （19） ○居心地のよい共用空間づくり
共用の空間（玄関、廊下、居間、台所、食堂、浴
室、トイレ等）が、利用者にとって不快や混乱をま
ねくような刺激（音、臭い、光、色、広さ、温度など）
がないように配慮し、生活感や季節感を採り入れ
て、居心地よく過ごせるような工夫をしている

51 ○共用空間における一人ひとりの居場所づくり
共用空間の中で、独りになれたり、気の合った利
用者同士で思い思いに過ごせるような居場所の
工夫をしている

52 （20） ○居心地よく過ごせる居室の配慮
居室あるいは泊まりの部屋は、本人や家族と相談
しながら、使い慣れたものや好みのものを活かし
て、本人が居心地よく過ごせるような工夫をしてい
る

53 ○一人ひとりの力を活かした安全な環境づくり
建物内部は一人ひとりの「できること」「わかるこ
と」を活かして、安全かつできるだけ自立した生活
が送れるように工夫している

一人ひとりのＡＤＬに合わせ出来る事はお手
伝いしてもらっています。

個々に安心できる固定場所がある様に思い
ます。そういった場所で気の合う方と談話し
たり一緒にレクやおやつを食べたり思い思
いに過ごされている。

入居時出来るだけ使い慣れたものを持って
入居するようにお願いしておりますが、完璧
ではない様に思います。
私物の洗濯物を共有スペースには干さず居
室へ干し安心に繋がっている方もおります。
また、夜間トイレが心配な方にはＰトイレを
設置し安心に繋がている。

居室には、位牌や写真、刺し子などのほか家
族と一緒に写した写真で作ったカレンダー等
が飾られている。安心して過ごして貰うため、
個人の状況に合わせ、ポータブルトイレを置
いたり、洗濯物を自分の部屋に干すなど、希
望に沿った支援が行われている。

手紙のやり取りはないが、ご家族さんからの
電話は受話器を渡し話をしてもらっていま
す。電話を掛けたいが掛け方が分からない
方へは手助けをさせてもらっている。

掃除は毎日行っていますが、トイレなどは汚
れている都度、掃除している。
リビングから中庭が見える作りになってお
り、季節で色んな花が咲き季節を感じる事
ができる。また、雨、雪が降った時も目に訴
える事が出来ると思います。

リビングの天井が高く古民家をイメージした
造りになっていて、小上がりの畳のスペース
がある。リビングから見える中庭には、季節
感を感じ取ることが出来る草木が植えられて
いるほか、室内にも花が飾られ、昔の家具も
置かれていて、リビングで過ごしている利用
者の寛げる空間となっている。

自分でお金を持っている方もおりますが、ご
家族さんからの預かり金を管理させてもらっ
ている方もおります。
近所の移動販売来訪時、預かり金を手渡
し、自分で選び購入してもらっています。ま
た、商店の方からご協力してもらい一人ひと
りがゆっくり時間を掛け支払金額、お釣りの
計算が出来る様に対応してもらっています。
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